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'て
居
る
で
あ
ら
う
が
。
國
營
失
敗
の
因
が
何
處
に
あ
ら
.う
と
、
風
家
の
權
カ
を
以
て
す
ら
^
營
の
能
寧
に
適
は
な
か
っ
た

-t
い

ふ

^

實 

-
は

蔽

ひ

が

ぐ

し

，得

歆

い

•の
で
あ
る
。
過
，日
公
表
さ
れ
.た
經
濟
新
體
制
案
で
は
民
^
を
原
則
士
す
と
定
め
て
あ
各
が
、
之
は
如
何
に
も
穩 

..當
な
考
.へ
で
あ
る
。
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ノ

ン
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，

/ 

.#
ロ
柴
田
兩
傅
士
と
も
猶
ほ
以
上
紹
介
吟
味
し
た
議
論
の
外
に
、
.新
體
制
の
政
治
紙
織
に
就
て
、新
體
制
の
康
業
團
«

0
織
に
就
て
、 

又
寒
鹿
新
秧
序
に
っ
い
て
諝
っ
て
居
ら
れ
^
が
、
.私
は
紹
介
批
評
を
此
處
で
打
ち
き
っ
て
そ
れ
以
上
述
べ
ょ
-う
と
思
は
な
い
-0
經
濟
の 

r
體
洵
の
骨
子
ゆ
蓋
し
大
體
.に
於
て
双
->
1
で
以
て
論g

さ
れ
た
.と
思
ふ
か
ら
で
あ
.る
0
.政
治
的
論
議
.を
す
.る

に

.
は

筆

者

ぼ

其

方

面

の

尊
 

問
家
.，で
.な
い
し
-
遠
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
o
.趦
業
團
體
の
組
織
に
づ
い
て
.は
筆
容
は
餘
り
興
味
を
も
た
ぬ
し
、
又
そ
卜
は
理
論
的
诉 

究
：
の

對

照

た

る

ょ

り

寧

ろ

•現
實
の
組
織
.と
照
し
合
.せ
て
個
々
の
場
合
に
っ
い
て
解
決
す
べ
き
性
質
の
，̂

の
で
.あ
り
て
、
紙
上
で 

一
$

 

.な
計
截
を
立
>て
'る
の
ば
單
な
る
空
想
に
馅
り
易
い
の
.で
は
な
い
か
と
思
ふ
の
.で
あ
る
。
束
亜
の
新
秩
序
は
筚
竟
す
る
に
將
來
の
希
望
乃. 

至
豫
想
で
あ
っ
て
、
.大
牆
CP
鞲
想
は
誰
に
で
^
許
さ
れ
る
が
、
細
紅
：い
點
は
今
後
の
事
態
の
進
展
，に
っ
れ
て
解
決
し
て
ゆ
私
ね
ぼ
な
ら 

-

ぬ
こ
.と
\
考
へ
て
居
る
。 

• 

. 

- 

J 

、
.
我
が
日
本
は
日
獨
併
軍
_
同
盟
に
ょ
っ
て
、
ル
ビ
コ
ン
河
を
渡
っ
た
の
で
あ
る
。
.骸
子
は
振
ら
れ
た
。
金
體
•主
義
の
，
流
；
に

棹

し

て

進 

む

こ

.^
は
國
是
と
な
っ
た
。
如
何
な
る
結
银
が
我
國
に
ふ
り
か
、
ら
う
と
、
.我
が
聰
肌
な
る
軍
官
の
爲
政
者
達
は
'̂.
う
成
#
を
得
て
ゐ 

る
の
で
^

^

o'l
t
b上
^
禱
?|
す
る
こ
と
を
止
め
て
、
.國
策
祀
必
要
な
改
革
を
國
民
の
信
賴
の
中
に
指
遵
し
其
慠
ガ
を
訢
る
だ
け
で
あ 

る

-0
而
し
.て
_
策
に
協
ガ
す
.る

, «
味
で
學
界
か
ら
も
色
々
.な
意
見
が
發
表
さ
れ
る
の
は
大
い
に
歡
迎
す
べ
き
で
，あ
る
0
柴
田
•

谷
ロ
兩 

.博

.

.
#が’多
年
0
.學
識
の
内
ょ
-^
新
體
制
の
_
想

を

公

表

，せ

ら

作

た

$

^

と

勇

氣

に

は

大

い

に

'敬

貧

k
表
ぜ
ね
ば
な
ら
ぬ
o'
筆
者
も
. 

亦
新
體
制
め
@
に
微
カ
.及
盡
名
ん
こ
各
を
志
1>
.て
此
小
文
を
萆
し
た
0
:
:
:
斯
學
0
先
輩
.の
所
說
を
評
ず
る
.に
際
し
、
禮
を
失
せ
ざ
.る
樣
、 

:用
語
を
愼
ふ
だ
積
り
セ
ぁ
る
？
不
測
(0
塞
日
ぁ
ら
ば
御
也
賢
を
俟
っ
次
第
で
ぁ
る
。
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す
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、
y
イ
ツ
.勞
蠢
線
の
霞
科
學
研
究
所
のI

九
H

<
年S.

年

.報

で

あ
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I
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り
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ま
た一

九
四
〇
年
の
年
观
が
目
下
準
備
さ
.れ
つ
'、
あ
る
こ-と
、 

|

測
さ
I

る
。
.從
つ
て
新
刊
書
の
紹
介
と
し
て
は
、
私
の
こ
の
紹
介
文
は
稍
々
不
響
で
I

か
、も

知

れ

な

い

？
し

か

し

私

は

こ

の 

吣
會
に
併
せ
て
、
、
'ド
イ
ツ
S

戰

線

；

つI

科
學
硏
究
所
.の
裳
の
意
義
を
：*
幾
分
で
も
讀
者
に
傅
へ
将
れ
ば
と
考
へ
'、
.そ
し
'て 

m
rろ
•私
は
.こ
の
點
に
■

を
置
く
と
と
を
以
つ
ズ
、
本
紹
介
文
の
目
的
と
し
た
い
f

ふ
。
‘

- 
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ツ.勞
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戰

線

の

持

づ

勞

働

科

，學

硏

代

：
所

は

.、

.

.ナ
チ
ス
黧
中
央
組
織
部
長
，.•で.あ
り
、
ド
イ
ツ
勞
働
戰
線
.の
全
阈
指
揮
者
で
あ
る
P
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ル
卜
•
ラ
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に
依
っ
'
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-意
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丸
三
五
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に
設
立
せ
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す
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t
、

私
は
不
幸
に
レ
て
こ
の
年
報
以
外
の
、
.特
专
れ
に
先
き
立
つ
諸
年
報
を
見
る
ヒ
と
を
得
な
か
つ
た
の
で
、
.こ
の
勞
働
科
1

 

究
所
の
組
織
、
活
動
、
，息
等
に
靡
し
て
、
f

充
分
の
知
f

持
？

は
I

い
が
、
ハ
f

.
の
手
に
し
得
た
年
報
の
誓
に
t

:

證

W

裏

灌

_

:

—

_
獨

霍

趼

蒼

は

顏

_

,
1 :
;

^

■谓

■

■
働
戰
勞
■
馨
產
柱
の
5
と
參

研
究
满
の
響
及
び
硏
究
が
、
如
何
に
腐
沉
に
ハ
ぶ
れ
‘て
^

办
.は
避
，か
後
|

す
通
4
で
|

が
、
こ
の
點
か
I

て
、
ラ
イ
の 

V■ふ
や
ぅ
.に
努
揭
和
學
硏
究
所
の
祥
在
が
今
思
ド
イ
ツ
還
雕
線
克
‘支

へ

る

敲

金

雲

一

蓋

で

あ

る

こ

と

は

、
決
し
てp

域 

;2
a
で
は
々
‘い
や
ぅ
に
思
は
れ
る
。
そ
I
.
Hと■の
£
;i
科
學
硏
究
.所
や
仟
激
ど
す
る
洲
は
、
同
じ
く
ラ
イ
の
い
ふ
1

從
へ
尤
、
實
際 

%
'#
政
策
の
た
めH

あ
：ら
ゆ
る
益
東
於
け

.る
桃
學
的
研
洗
の
g

f

:利
河
せ
し
戈
に
あ
り
ノ
ま
た
ド
イ
ツ
國
段
の
た
め
こ
，
管

i

f

f

■

，
漏

:

I顏

畫

簾

■

■

霧

_

,

_
歡

所

■

報

V
: 

_

傅

へ

玄

る

所

に

依

名

’

こ
の
勞
働
科
學
硏
究
所
は
ノ
丨
ツ
勞
働
f

の
中
央
組
I

の
經
濟
局
內
に
あ
夕
て
、「

勞
饊
1

上
の
諸 

•'
.

'

'

i

.
社

會

的

經

濟

讓

雨

の

'
調
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の
卷
r
に
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'好
究

所

に

附f

れ
て
ゐ
る
勞
働
I

の
中
央
阖
書
館
*
，
:
中

娄

霞

麗

理

所

、
及
び
中
I

計
調
鼠
の
^

'
'ど
^

^
漏

墙

者

況

が

- |
ら
れ
|

、
奮

内

違

看

■

_

馨

'
:論

還

謹

に

觀

t

力
i

:ザ

:
:
系

v¥
馨
の
便
に
供
せ
ら
れ
て
ゐ
る
と
い
ふ
こ
と
も
報
f

れ
て
4
る=

こ
れ
等
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共
に
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働

科

學

研
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丈
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一
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七
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統

計
■
調

衮：

■

第i

懸

忙

_

_

.

:-^
か

■'

も
項
目
に
I

こ
，I

か
の
ノ 

S

の
に
I

s

ベ
：

$
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、
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當

森

の

年

報
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必
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玄

義
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場
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i
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藥
働
科
學
挤
究
所
■

動
が
如
賦
に
凄
含
い
I

I

.キ
f

そ
し
.て
I

硏
究
業
蹟
の
全
部
S
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と
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に
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い
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れ
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皂

一
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综

究
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速
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勞
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科
荜
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究
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九
ー
ー
ー
八
印

〕 

，
一
四
0 

(

一
四
o)

作
業
諸
條
例
丨
能
率
の
僧
進
‘

」

、「

ベ
ド
丨
•
シ
ス
テ
A
の
檢£

」
、
，「

新
獨
領(

オ
丨
ス
ト
リ
ア)

と
舊
顧
域y

於
け
.る
織
布
エ
の
能
率 

比
較
に
關
す
る
勞
働
利
學
的
研
究」

、「

農
業
勞
働
,

题」

、
‘

「

炭

鑛

祀

於

け

る

炭

價

士

纯

產

費

」

'-
>「

新

獨

領

オ

ー

ス

ト

リ

ア

と

ズ

デ

ー 

テ
ン
地
力
に
於
け
る
原
料
华
歴
經
濟J 、

「

ザ
上
パ
ル
ツ
地
方
に
於
け
る
勞
働
者
の
在
活
狀
態
に
、備
す
る
地
域
的
相
違」

、「

ア
フ
リ
カ

卷
中
に
は
、「

1
_九
三
七
牢
七
，月
十
五
日
に
於
け
る
食
物
-
i

、，燈
火
t
關
す
か
小
賣
價
格
及
び
家
賃
の
調
盗
し
、r

•オ
ー
ス
ト
リ
ア
と 

舊
來
.の
ト
イ
'ツ
領
J
に
於
け
る
物
價
の
比
較」

、r j

九
三
八
年
ウ
ヰ
ン
に
於
け
る
生
活
物
資
の
憤
格
し
.V.
-
オ

■]
ス
ト
、
-»
;
ア
に
於
け
る
家

賃

議

宪

遭」

.:
>「

同
じ_

銀

調

變

、「

勞
働
時
間
銳
計

」

、.
ぅ
---
^
^
^
^
^
^

翁

;^
養
老
;,
^
德
收
得
者
0
家
計
調
査
：の
結
果
^
.
ロ
 

「

ハ

レ

“
メ

^

ゼ

 

ブ
ル
ク
及
び
マ
グ
デ
ブ
ル
ク=

ア
ン
ハ
ル
ト
兩
地
'方
に
於
け
る
勞
働
者
の
住
宅
：丄
場
間
の
通
勤
狀
：況」

•
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「

製
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工
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於
け
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ブ
ル
^

殺
應
行
ふ
陶
屋
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調
查
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^

す
る
統
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八
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舡

犟
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.右
に
擧
げ
た
諸
調
査
研
究
の
各
W
.の
.

|

_敗

に

は

相

當

：
の

相

違

が

あ

つ

て

V
系
の
.內
I

僅
か
£

の
軍
な
る
賓
料
も
含
ま
れ
^
ゆ
ゐ
考
が
"：：全
體
を
通
1!
:
.
こ̂
れ
等
の
概
究
は
->
先

き

：
に
ー
本
し

^

ラ
チ
ス
の
建
設
的
^
;カ
电
の
緊
急
問
題
，に
對
す
る
轉
學
的
賺
心
を
遊
だ
强
く
承
し
.て
，ゐ
：る
6
と
：比

一
九
三
八
年
、の
ド
ィ
ッ
勞
働
科
學
硏
究
所
の
年
報
に
收
め
ら
れ
て
ゐ
身
_

究

3

づ

ぐ

に

^

^

^

^

此

處

に

紹

介

批

判

す

る
 

こ
と
は
む
ろ
ん 
一
I

者
に
取
つ.

て
f
翁
な
し
と
し
な
い
で
.

I
う<,

.ま
I

働
科
學
的
硏
f

し
：て
、
.吾
々
の
I

ベ
I

く
の
'見 

举
f

_

s
騫

究

：聲

嘗

れ

て
•ゐ
•る
こ
と
も
事
實
罢
つ
^

、霧

S

的
研
突
に
關
重
有
す
る
も
め
‘に
取
'つ
七

.は

至

底 

I

し

得

が.v>
;
遥
f

着

で

I

O
し

か

し

、
そ.の•個
.々
I

の
、

紹

介

批

制
I

ら
べ
別
の
機
翁
讓
る
こ
と
-
し
、
私
は
此
處
で： 

は

献

_

#

%«■
歡

■
'
に
V
" 

办

硏

究

金

體

蓋

妄

、：'、勞

働

.#
:
學
.硏
究
所

^ 1
學
進
硏
穸
:£

^
す

：る

こ

と

を

以

つ

：て

游

足

し

，
た

^
,

• 

?

l

,
、
i

の
|

う
'と
す
る
所
ゆ
、
_

所
謂『

勞
働
科
£

|
す
る
_

的
見
解
の
如
何
で
|

。
勞
働
科
學
研
究
所
と
稱 

::

■

ゐ

も
り
と
見
な
け
，̂

な
ら
ぬ
。
し
か
し
私
が
此
處
に
紹
介
.の
對
象
と
す
f

の
は
、
同
硏
究
所
の
：謂
は
备
四
年
報
で
あ
？

特
に 

こ

韋

う

I

礎

的

な

隱

痣

れ

S

る
所
は
な
い
o
こ
の
間
題
は
寧
ろ
初
期
の
S

の
内
に
恐
ら
く
取
り
擧
げ
ら
れ
て
ゐ
る
隹 

は
な
い
か
f

想
像
せ
ら
れ
る
o
從

宅

今

更

らv

 Q.

第
四
苹
報
に
.就
い
て
'

同
研
究
所
I

働
科
學？

理
解
を
求
め
.る
こ
と
は
勿
論 

ぞ
の
所
で
ば
を
ハ
や
う
に
も
I

れ
る
。
し
£

个

雰

で

.

I
る
が
、
こ
の
S

所
收
の
諸
硏
究
か
ら
、
、
蓮
に
理
解
せ
ら
れ
'て
ゐ 

.る
と
P

ら
れ
I

•働
科
學
.の
見
解
を
幾
分
で
も
摘
出
し
1て
置
く
こ
と
は
、
酵
の
た
め
に
も
狄
し
て
無
霞
で
ゆ
な
か
ら
う
と
薄
へ

-
-
る
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,齡
と
作
業
能
カ
％
 

.

「

疲
勞
、
#,
業
諸
條
件
-'
.
*
'
能
率
の
蝓
進
/
,裔
獨
領
と
舊
領
域
に
於
け.る
.織
布
エ
(7
)
-
.
能
率
比
較
.に
關
す
'る
勞
議
1
學 

的
ー- ^
ソ」

等
に
於
い
て
は
#

々
明
瞭
に
所
^『

努
傲
科
學』

に
關
す
る
見
解
が.示
さ
れ
て
-ゐ
る
0
.即
ち
例
へ
ば
、「

变
勞
、
^

-

業
諸
条
牛 

能
牵
の
.增
巡
し
の
研
究
の'最
初H

示
，さ
れ
て
ゐ
る
表
解
に
從
ぺ
ば
、
•
勞

働

者

，
の
，
現

實

の

作

業

結

來

ば

彼

の

作

業

カ

と

戡

械

そ

の

也

の

物

.- 

質
的
諸
設
嫩
.の
線
合
的
結
搌
で
あ
り
、.霍
の
作
業
力
は
作
業
可
能
性

L
e
i
s
n
b
i
g
k
e
i
t

と
作
業
意
志
■の
.綜

合

的

で

あ

るo

そ 

し
.て
こ
の
兩
-#
を
決
定
す
る
も
.の
と
'1
.
て
、
次
ぎ
の
や
:5
^
諸
事
情
親
擧
げ
ち
れ
て
ゐ
る0 

•

,

:先

づ

議

可

能

性

は
^
(1
)
穩

的

巧

陶

獨

的

：、
:»
神
_
素

質

巧(2
)
作

薬
.の
：
要

求

ず

名

歡

體

^

か

馨

、
，.感
3

:;
;<>(3
)
議

;

霞

件

(

灣

.裏

通

乂 ：、；

屬

；
.
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.卷
諸
條
件
0
o
a
o
經
營
p

(
..
b
o
經

赏

(

雨

者

咬

激

逋̂

諸
';
^
情
.
£沒

右

さ

れ

：
、
11
ら

.̂
作
1
思
^
は
次
ぎ
の
諸
事
傾
に
關
聯
す
名
と
考
へ
.ら
.れ
.て
ゐ
る

',
0W

0

W

の
、喜
悅
、：劣

^
質
：g

_

> 

兔

種

的

>
:li
»:
■
.
性
別
的
W
醤

的

域

作

業

評

儐

、

0.5
觀
念
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、
®

〕
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質
的
、
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)
協
同
#
|
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、
.

〈

"
經
營
，

.

(

同
僚
*

、

ぐ
五
役
V

M
同
作
—
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黎

的

〉
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經

薩

政

治

的

、
：
：
安
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的
-.
=
>
:
社
會
的
1

ほ
作
業
-»
;
覆

杞

影

響

_

爾

事

證

聲

片
 

‘
.作
^

^
志
^
霞
.耍
な
關
聯
:̂
:
持
0
表
の
^

^
夸
5
と
；.が
^
.
さ

れ
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.
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.

.

*
一

で

凡

乇

亡0枣

ぅ
&
疆

&
入

間

勞

働

に.關

す

-
る

勞

働

科

學

的

理

解

;:
$
:適

素

に#
し
#

^

^

.

.

o

#野

翁

結

境&
冷
證
料
藥
的
諸
硏
究

-が
、
4
釋

業

力

；
の

故

進
>

^
ふ

實

講

_
的
.に
狳

つ̂「

：
'綜
替
贫
ら
^
^

あ
.る
&
と
：
：&/]
>
0
;
:1:
ゐ

名
^
い
：づ
^
ぢ
夂
々
凑
1.
-
^

•,
:か
は
;'
*
容
易
に
理
».
せ
ら
れ
る
で
：あ
：ら5.
。
，瑚
ち
-'
»
勞

働

者

の

輪

神

的

;>
'
肉

體

的

方

面

に

關

#

働
考
.の
生

活

を■
つ
.

V

勞
働
者
心
：现
學
.の
研

究

が

ま.た
童
耍
な
意
義
を
持
も
^
吏
&:
に
齔
會
科
寧
的
諸
#
撳
が
或
は
勞
働
#.
:
の
.作
業

可
能
愧
於
通
じ
て
、
論
た
或
は
^
の
作
業
意
志
と
關
聯
1̂
て
:'
»
.結
局
滅
が
作
業
カ
.办
夫
小
咬
影
響
す
る
と
璧 

.の
^ ;
:
f

寒
各
謝
事
晴
^
關
す
る
_
#:
科
學
的
綁
究
於
、'
,此
處
痄
綜
合
ぜ
：ら
れ
る
可
能
性
が
敕
的
、;:
ま
た
さ
ラ
さ
れ
：.る
こ
と
に
.依
つ
て 

の
み
、
掛
產
#
*
.,ナ
チ
_ス.
流
ね
い
ー
へ
ば
”創
纖

者

と

：じ

：
て

^

勞

働

激

fe
;
.對

ボ

る̂

際
^
策

が

科

學

的

、
に

完

俗

ぜ

^
れ
得
谷
:̂
と

、

^

る 

こ
の
や
ぅ
に
考
ぐ
へ
^
る
と
:1
1
れ
ば
、
，此
處
に
现
解
せ
ら
れ
て
ゐ
る『

勞
働
科
學』

は
、
勞
靜
款
，と
尊
の
生
^
に
關
聯
す
る
諸
事
权
の
硏
级 

を
行41:.

切
の
科
學
的
^

_
の
綜
#.
で
あ
.：る
、
と
い
ふ
風
.に
现
解
せ
&
.れ
.を
0「

佤
じ
！
|科
學
_
硏
究
を
勞
働
利
擧
的
に
方
向
づ
げ
、
從 

:

つ
'て
ま
た
そ
れ
等
を
綜
咨
夂
る
だ
：め
ー
の
塞
寧
が
、作
業
カ
め
問
題
に
歸
結
す
る
こ
と
を
忘
れ
て
; ^
想
^
怒
い
o
''
-
i先
き
'^
述

べ

た

や

^
:
£

、 

苹
報
編
_

が
汔
の
年
報
釔
逋
寒
縫
霧
學
硏
究
所
忙
於
け
る
#
科
學
的
硏
ー
究
め

.綜
合
0
麗

&
不
さ
ぅ
あ
企
_
し

て

：
ゐ

多

の
.も
：
 

班
に
と
.
5意
味
咬
猙
せ
ら
る
べ
き
も
の
で
あ
ら
ぅ
？
.そ
し
て
，.
^
.のや
ケ
に
.理
解
す
れ
ば
、
.も
は
や
吾
’々
は
こ
の
印
報
中
に
例
へ
：は

' 

ー：_

朱
片
於
け
'

K
^
i

經
濟
的
狀
勢
：

i—

.

研
究
■

右
炭
低
格
と
^
の
^
魅
S

關
す
.る
确
究が

-
-
-
^

慎
が
大
小
は 

•
費
財
：_

.
ぬ
影
響
し
.、へ
.艰
づ
：て
±:
'
ー
た
寳
質
實
鈒
办
問
.題
と
知
歡
藥
雜
孤
懷
怒
持
^

別
祀
異
と
ず
る
に
足
.ら
な
い
< 
但
し
此
處
に
收
め
ら
れ
て
ゐ
る
原
料
生
'產
經
濟
の
研

《

九
の
如
き
は
原

^

^

^

^

^

に

食

炉

ロ

.0
ダ
生
產 

ぬ
關
聯
1>
^
は
'
へ
そ
'の
.：研
究
が
勞
働
科
學
的
踪
合
に
於
い
て
«

晶
の
重
要
さ
を
特
つ

こ
と
は容
易
に
理
解
せ
ら
れ
石
が
‘
こ
p

g

r'
s 

寧
み
鐵
鑛
產
出
.ぞ
の
他
£
關
聯
し
て
、
所
謂
大
ド
ィ
ツ
の
ア
ウ
ク
ル
キ
1
化

の

意

義

怒

明

か

に

し

±-
'
ぅ

ど

し

て

為

る

點

で

幾

分

勞

働

.科
學
的
^
ば
.
^
.;<
:
*:
つ
<

£各
や
5;
セ
.あ

沒

ン

”

」

謂
 

.

}

へ、第
1

ほ̂
^

< o
,

¥-
^

^

#の
請
研
究
調
着
^1

良
^
で

敗

人

も

：直

ち
^
翁
づ
.ぐ
册
は
、
：*
填
國
果
ガ
於
テ
-1

テ
ン
^

^
の
：讀

究

項

蜜 

が
比
較
的
多
く
の
部
分
-

め̂
て
ゐ
る
こ
と
で
各
る
9
そ
しV

こ
の
こ
•と
が
い
ふ
ま
で
も
.
く̂
、
•一
.九
H
八
年
三
丹
の
填
國
‘の
热
逸
へ 

.の
合
併
と
同
年
十
月
上
旬
に
於
け
る
ズ
デ
丨
テ
•ン
地
方
.へ
の
獨
释
の
進
駐
ど
£

大
：

グ
‘政
能
.の
實
現
に
相
應
ず
f

の
で
'I

O
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し
か
も
こ

0
こ
と
.に
就
い
て
は
、
そ
、れ
が
勞
働
•科
學
研
究
所
の
.存
在
を
著
.し
、
く

特

徵

づ

け

て

ゐ

.る

と

と

を

看

過

し

、
て
、
は

な

ら

な

い

。
.
即

政
策
の
.た
め
に
そ
の
科
學
的
恶
礎
を
提
供
し
ょ
う
と
努
め
て
.ゐ
.る
.こ
.と
を
;'
こ
れ
以
上
.明
職
に
示
し
て
ゐ
る
も
の
は
な
い
と
い
つ
，て
^

. 

、
か
ら
で
ぁ
る
。
ラ
ィ
の
い
.ふ
ち
う
に
、
確
か
に
勞
働
科
學
研
究
所
は
急
激
に
發
展
す
る
ナ
チ
ス
の
建
設
的
努
力
に
即
應
す
、る
科
學
的
.
. 

研
究
機
關
と
し
.て
の
意
義
を
充
分
に
發
揮
し
て
ゐ
る
。
そ
し
て
と
の
や
う
な
霞
味
に
於
い
，て
、
そ
，.の
研
究
活
動
が
廣
汎
多
岐
に
渡
つ
て 

指
導
せ
'ち

れ

，
て

行

く

所

に

、

こ

の

勞

働

科

學

硏

究

'所
の
、
ド
七
ッ
勞
働
戰
線
に
對
す
る
重
要
衣.1

支
柱
と
し
て
の
意
義
が
、
.滿
さ
れ
て

. 

ゐ
る
-
_け
で
あ
る

.0
‘

,
■
- 

: 

, 

.
、
 

r.
v
勞
獅
科
學
硏
究
所
の
硏
究
が
.こ
の
-や
う
に
.現
實
の
緊
急
問
題
に
即
應
し
て
行
は
れ
る
と
い
ふ
點
で
、
或
は
•讀
者
は
.次
ぎ

の

や

：う

な

疑
 

間
を
特
た
れ
る
か
も
知
れ
な
い
。
.即
.ち
、
.其
處
で
は
勞
働
科
學
的
硏
究
を
.理
論
的
に
资
ら
に
深
く
掘
り
下
げ
て
行
く
と
い
ふ
努
ヵ
が
_
 

親
せ
ら
れ
て
ゐ
る
の
で
は
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